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　国の名勝・天然記念物である「長門峡」は 05 年３月の合
併により、萩市の景勝地となりました。そこで長門峡三題。
①大正９年、それまでの長門耶馬溪は萩出身の日本画家・高
　島北海によって探勝路が整備され、長門峡と命名、観光名
　所となる。晩年の北海は、長門峡のほか須佐湾、長門の青
　海島など郷土の景勝地の紹介や整備に熱心に取り組む。　
②昭和７年、萩市制施行を記念して鳥瞰図の大家・吉田初三
　郎は「萩市鳥瞰図屏風」に市街地と共に長門峡を観光地と
　して刻明に描く。複製が萩博物館の正面入口に展示。　
③小説家・高樹のぶ子が北海を主人公にした評伝風フィク　
　ション　「ＨＯＫＫＡＩ」を刊行（15 ページ参照）。
　冬の長門峡といえば、中原中也の詩「長門峡に、水は流れ
　てありにけり。寒い寒い日なりき・・・」。

冬の長門峡
2006 NEW YEAR

毛利家の殿様御膳を再現
旬の味覚便り「干しフグ」

「萩商工高校」設置式
萩ものしり博士検定
夢追人　陶芸家「金子司」
野坂康起、下瀬信雄氏の受賞
萩博物館・浦上記念館だより
情報アラカルト、高樹著「HOKKAI」
萩沖の島々を巡る⑦大島Ⅲ
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群
生
林
内
の
開
花
基
準
木
７
本
す
べ

て
が
花
を
つ
け
た
12
月
27
日
、
開
花
宣

言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
高
温
、
乾
燥
と
、
12
月
の
寒
波

に
よ
り
、
例
年
よ
り
や
や
遅
い
開
花
と

な
り
ま
す
。

　

椿
が
一
番
の
見
頃
を
迎
え
る
２
月
中

旬
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

２
月
18
日
（
土
）
〜
３
月
21

日
（
火
・
祝
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
笠
山
椿
群
生
林

■
内
容　

郷
土
芸
能
披
露
、抹
茶
席（
初

日
と
期
間
中
の
日
・
祝
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

◉
萩
も
の
が
た
り
①
「
萩
の
椿
」

好
評
発
売
中
！

　

笠
山
の
椿
や
市
内
周
辺
の
椿
の
生
態

や
由
来
を
紹
介
。
椿
の
カ
ラ
ー
写
真
と

椿
群
生
林
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
も
収
録
。

こ
の
本
を
片
手
に
群
生
林
を
散
策
す
る

格
好
の
一
冊
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
も
の
が
た
り

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
３
）

12月27日に開花宣言！

笠山椿群生林
笠山椿群生林は、12月27日に開花宣言しました。開花期間中の２月18
日から３月21日までは恒例の萩・椿まつりが開催されます。
全国でも有数の椿群生林。椿の絨毯が敷き詰められる散歩道を散策してみ
てはいかがですか。２万5,000本のヤブツバキが皆さんをお迎えします。

開
花
宣
言

●
椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
に
よ
る
ガ
イ
ド

　

開
花
宣
言
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
椿
群

生
林
内
の
見
ど
こ
ろ
、
ス
ポ
ッ
ト
を
ご

案
内
し
ま
す
。
奥
深
い
萩
の
椿
に
出
会

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
申
込
方
法　

予
約
制
（
交
通
費
と
し

て
千
円
必
要
）

※
椿
ま
つ
り
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
は
、

ま
つ
り
本
部
（
椿
群
生
林
内
）
に
て
随

時
受
付
（
無
料
）

■
申
込
先　

萩
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
２
７
）

●
萩
城
下
町
の
古
き
雛
た
ち

　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

享
保
雛
、
有
職
雛
、
古
今
雛
、
小
萩
人

形
雛
な
ど
逸
品
を
展
示
。
観
光
客
に
も

好
評
で
す
。

■
と
き　

２
月
３
日
（
金
）
〜
４
月
３

日
（
月
）

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅
（
萩
市

呉
服
町　

菊
屋
家
住
宅
前
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

萩
・
椿
ま
つ
り

○
日
本
の
人
口
の
減
少
が
始
ま
る

　

昨
年
末
、
我
が
国
の
人
口
が
減
少
に

転
じ
た
と
の
衝
撃
的
な
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
人
口
統
計
を
開
始
し
た
明
治

32
年
以
来
、
戦
時
中
の
空
白
期
間
を
除

け
ば
、
初
め
て
の
減
少
。
死
亡
者
数
が

出
生
者
数
を
上
回
り
、
初
の
自
然
減
少

を
生
じ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
国
全
体
の

話
で
す
が
、
萩
市
と
し
て
は
、
全
国
に

先
行
し
て
、
人
口
減
少
は
既
に
毎
年
毎

年
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
じ
時

期
に
発
表
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
新
市
は
５
年
前
に
比
べ
る
と

３
７
０
０
人
の
減
少
。
こ
の
よ
う
な
事

態
に
対
処
す
る
た
め
、
国
は
少
子
化
対

策
担
当
閣
僚
を
設
け
、
本
格
的
な
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
。
新
市
で
も
、
こ
の

問
題
へ
の
対
応
は
喫き
っ
き
ん緊
の
課
題
。
特
に

問
題
は
、
若
い
世
代
が
、
萩
か
ら
流
出

し
て
い
く
事
。
こ
の
地
に
定
着
で
き
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
ど
う
行
う
か
、
安

定
し
た
雇
用
を
ど
う
確
保
す
る
か
。
一

方
、
後
継
者
不
在
の
農
業
、
漁
業
等
の

分
野
で
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
ど
う

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
会
長

萩
市
長　

野
村
興
兒

対
応
す
る
か
。
や
れ
る
こ
と
は
、
何
で

も
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
の
心
構
え
で

臨
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
長
州
フ
ァ
イ
ブ
が
映
画
に

　

今
か
ら
１
４
３
年
前
、
松
陰
先
生
や

晋
作
の
遺
志
を
継
い
だ
５
人
の
萩
の
若

者
が
、
藩
命
に
よ
り
、
命
を
か
け
て
英

国
に
留
学
。
帰
国
後
は
、
各
分
野
で
活

躍
し
、
我
が
国
の
近
代
化
の
礎
を
築
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
５
人
は
、
少
年
・

青
年
時
代
を
萩
の
地
で
学
び
、「
長
州

五
傑
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
英

国
で
は
、
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
若
き

群
像
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と
し
て
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
昨
年
末
は
、

萩
で
、
今
月
か
ら
は
英
国
で
撮
影
が
続

け
ら
れ
、
秋
に
は
山
口
県
内
で
、
07
年

春
に
全
国
一
斉
に
封
切
り
さ
れ
る
予
定

で
す
。
５
人
の
若
者
の
物
語
は
、
次
代

を
担
う
若
き
世
代
に
、
勇
気
と
希
望
を

大
い
に
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。

○
年
末
年
始
開
館
し
て
い
る
萩
博
物
館

　

開
館
し
て
１
年
余
り
と
な
り
ま
す
萩

博
物
館
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
の
皆
さ
ん
の
尽
力
で
、
今
年
も
年

末
年
始
の
開
館
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

は
観
光
客
や
帰
省
客
か
ら
感
謝
の
言
葉

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

末
尾
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

▲ 05 年萩・椿まつり写真コンテスト作品
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●
新
「
萩
市
」
が
誕
生
（
３
月
）

　

萩
市
、
川
上
村
、
田
万
川
町
、
む
つ

み
村
、
須
佐
町
、
旭
村
、
福
栄
村
の
１

市
２
町
４
村
が
合
併
し
、
新
「
萩
市
」

が
誕
生
。
面
積
は
６
９
９
㎢
、
人
口
は

５
万
７
９
８
９
人
（
05
年
国
勢
調
査
）。

　

初
代
市
長
に
は
、
旧
萩
市
長
の
野
村

興
兒
氏
が
就
任
。
新
市
議
会
は
合
併
前

の
議
員
94
人
が
在
任
し
、
任
期
は
06
年

の
４
月
30
日
ま
で
。

●
萩
温
泉
郷
が
ス
タ
ー
ト
（
４
月
）

　

昨
年
越
ヶ
浜
中
学
校
敷
地
内
で
掘
り

当
て
た
「
は
ぎ
温
泉
」
を
市
内
８
つ
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
配
湯
を
開
始
。
こ
れ

ま
で
市
内
に
あ
っ
た
温
泉
と
合
わ
せ
、

７
つ
の
泉
源
で
「
萩
温
泉
郷
」
と
し
て

Ｐ
Ｒ
を
始
め
る
。

●
萩
国
際
大
学

　

民
事
再
生
法
を
申
請
（
６
月
）

　

学
生
の
定
員
割
れ
か
ら
経
営
難
に

陥
っ
た
大
学
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て

東
京
地
方
裁
判
所
に
民
事
再
生
手
続
き

開
始
の
申
立
て
を
行
う
。
10
月
に
は
再

生
計
画
案
を
提
出
し
、
07
年
４
月
に
社

会
福
祉
系
の「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
」

の
設
置
を
目
指
す
。

●
萩
も
の
し
り
博
士
検
定
（
11
月
）

　

楽
し
み
な
が
ら
萩
の
魅
力
を
学
ん
で

も
ら
う
検
定
を
実
施
し
、
県
内
外
か
ら

２
３
４
人
が
受
験
。
２
１
３
人
が
合
格

し
修
士
に
。

萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
11
月
20
日
、
山
口
県
大
会
決
勝
で
大

津
高
校
に
圧
勝
（
67
対
８
）
し
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
東
大

阪
市
）
で
行
わ
れ
る
「
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
４
年
連
続
11
回
目
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

山
根
拓
郎
主
将
は
「
昨
年
は
初
戦
敗
退
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

で
、
今
年
は
必
ず
１
回
戦
を
突
破
し
、
期
待
に
応
え
た
い
」
と
大
会

に
向
け
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
萩
工
高
は
、
一
昨
年
に
初
め
て

３
回
戦
ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
ベ
ス
ト
８
入
り
を
逃
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
大
会
１
回
戦
（
12
月
27
日
）
は
石
川
県
代
表
で
姉
妹
都
市
の

輪
島
市
に
あ
る
日
本
航
空
第
二
と
対
戦
（
２
回
戦
は
12
月
30
日
、
黒

沢
尻
北
戦
）。
念
願
の
ベ
ス
ト
８
に
向
け
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
京
・
大
阪
・
福
岡

で
萩
出
身
者
と

萩
市
長
が
意
見
交
換

　

萩
市
は
、
第
１
回
目
の
「
萩
ま
ち
づ

く
り
推
進
懇
話
会
」
を
10
月
12
日
に
大

阪
で
、
11
月
8
日
に
東
京
で
、
11
月
16

日
に
福
岡
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
、
10
人
程
度
の
萩
市
と

そ
の
周
辺
出
身
、
ま
た
は
萩
と
ゆ
か
り

の
あ
る
企
業
経
営
者
・
会
社
幹
部
・
大

学
教
授
な
ど
各
産
業
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
野
村

萩
市
長
と
萩
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
振

興
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
都
市
圏
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
萩
出
身
の
企
業
家
や
経
営
者
な
ど

か
ら
お
知
恵
を
借
り
、
そ
れ
を
萩
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
の
が
狙

い
。

　

懇
話
会
で
は
、
ま
ず
野
村
萩
市
長
が
合

併
後
の
萩
市
の
現
状
と
課
題
等
を
説
明
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
感
想
や
意
見
、
提

言
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
出
席
者
か
ら
具
体
的
な
提
言
・

提
案
を
レ
ポ
ー
ト
で
提
出
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
を
市
の
担
当
課
で
議
論
。

そ
の
結
果
を
、
３
月
ま
で
に
開
催
す
る
第

２
回
目
の
懇
話
会
で
具
体
的
施
策
と
し
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
者
か
ら
の
主
な
意
見
】

○
地
元
産
業
界
に
元
気
が
な
い
。
ま
ち
ぐ

る
み
で
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

○
観
光
客
や
修
学
旅
行
客
が
江
戸
時
代
を

体
験
で
き
る
ま
ち
に

○
一
体
感
の
醸
成
に
有
効
な
映
画
制
作

○
青
果
市
場
や
魚
市
場
を
観
光
客
に
対
す

る
食
の
文
化
拠
点
に

○
Ｕ
、
Ｊ
、
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
と
し
て
、
住

宅
を
整
備
し
て
芸
術
家
・
作
家
を
誘
致

○
田
町
商
店
街
に
朝
市
・
露
店
、
集
客
の

核
と
な
る
施
設
を

○
都
市
部
で
売
れ
る
も
の
を
供
給
で
き
る

仕
組
み
を

全国高校ラグビー

地域振興に

お知恵拝借

目
標
は
ベ
ス
ト
８
!!

２００５年

市
の

萩
ニ
ュ
ー
ス

萩工業４年連続花園出場

▲ 04 年 12 月全国大会１回戦
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山
田
顕
義
は
、
初
代
の
司
法
大
臣
で
、

日
本
の
近
代
法
典
の
ほ
と
ん
ど
を
手
が

け
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
非
常
に
優
れ

た
軍
人
で
し
た
。

　

ま
ず
、
人
柄
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
ま
す
。

　

１
８
７
７
年
（
明
治
10
年
）
の
西
南

戦
争
の
と
き
、
山
田
顕
義
は
、
明
治
政

府
側
で
、
別
働
第
２
旅
団
を
率
い
て
い

ま
し
た
。

　

戦
争
に
は
、
必
ず
見
張
り
の
兵
が
必

要
で
す
が
、
こ
の
見
張
り
が
居
眠
り
を

し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な

る
か
。
敵
が
攻
め
て
き
た
ら
、
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
居
眠
り

を
し
た
兵
は
当
然
厳
重
に
処
罰
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
人
間
は
ど
う
し
て
も
眠

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

見
張
り
兵
は
居
眠
り
を
し
て
し
ま
い
、

は
っ
と
し
て
目
を
覚
ま
す
と
、
自
分

の
肩
に
コ
ー
ト
が
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。

上
司
に
告
げ
口
を
さ
れ
る
の
で
は
と
恐

れ
て
見
る
と
、
自
分
の
代
わ
り
に
見
張

り
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
そ
の
上
司
の

山
田
顕
義
だ
っ
た
、
と
い
う
話
で
す
。

　

山
田
は
、
兵
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く

眠
い
と
き
に
、
黙
っ
て
コ
ー
ト
を
か
け

て
や
り
、
代
わ
り
に
見
張
り
を
す
る
よ

う
な
人
だ
っ
た
の
で
す
。

　

普
段
は
無
口
で
す
が
、
部
下
に
は
と

て
も
優
し
い
人
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

彼
は
、
函
館
戦
争
で
は
陸
海
軍
総
督

を
務
め
ま
す
。
黒
田
清き
よ

隆た
か

が
五
稜
郭

を
落
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
山

田
が
総
督
と
し
て
落
し
た
の
で
す
。

　

た
だ
、
早
く
死
ん
だ
の
と
、
本
人
が

あ
ま
り
自
慢
を
す
る
人
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
時
が
た
つ
に
し
た
が
っ
て
、
黒

田
が
落
し
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
と
き
の
戦
い
で
、
こ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
は
、
山
田
の
手
腕
を
信

用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
田
が
総

督
と
し
て
函
館
へ
向
か
う
こ
と
に
対
し

て
、「
あ
の
こ
わ
っ
ぱ
に
何
が
で
き
る
」

と
大
村
益
次
郎
に
食
っ
て
か
か
り
ま
す
。

西
郷
は
、
鹿
児
島
へ
戻
っ
て
兵
を
連
れ

て
函
館
へ
行
こ
う
と
し
、
大
村
に
止
め

11月 16日、萩市民館で、作家・秋山香乃さん（北九州市在住）
による講演会「山田顕

あき

義
よし

　法治国家へのあゆみ」が行われました。
秋山さんは、現在山口新聞に掲載されている連載小説「晋作蒼き
烈日」を執筆している若手女流作家です。
講演会では、司法家として有名な山田顕義の、軍人としてのエピ
ソードを話されましたので、一部ご紹介します。

軍人・山田顕義
萩市民大学教養講座「山田顕義　法治国家へのあゆみ」から

山
田
顕
義

　

萩
藩
士
の
長
男
と
し
て
、
中
の
倉
で

生
ま
れ
る
。
松
下
村
塾
に
学
ぶ
。

　

久
坂
玄
瑞
ら
と
行
動
を
共
に
し
、
幕

府
側
と
の
抗
争
に
お
い
て
京
都
の
禁
門

の
変
で
敗
走
。
し
か
し
そ
の
後
、
倒
幕

派
の
志
士
と
し
て
諸
隊
を
率
い
勝
利
に

導
く
。

　

戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
〜
）
で
は
、

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
長
州
藩
を
率
い
て

戦
い
勝
利
、
新
潟
戦
争
で
は
海
軍
総
督

と
し
て
新
潟
を
落
と
す
。
ま
た
函
館
戦

争
で
も
活
躍
。

　

維
新
後
は
、
岩
倉
使
節
団
に
随
行
。

法
典
整
備
に
尽
力
し
、第
１
次
伊
藤（
博

文
）
内
閣
の
司
法
大
臣
に
就
任
。
以
後
、

黒
田
内
閣
、
第
１
次
山
県
内
閣
、
第

函
館
戦
争
に
て
・
・
・

ら
れ
ま
す
。「
山
田
は
自
分
よ
り
若
い

が
、
戦
に
関
し
て
は
自
分
よ
り
と
て
も

よ
く
知
っ
て
い
る
。
西
郷
さ
ん
が
薩
摩

ま
で
戻
っ
て
兵
を
連
れ
て
函
館
に
着
く

頃
に
は
、
山
田
が
函
館
を
落
し
て
、
戦

争
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
よ
。
無
駄
に
な

る
か
ら
や
め
と
き
な
さ
い
」。

　

西
郷
は
結
局
兵
を
連
れ
て
函
館
へ
行

き
ま
し
た
が
、
大
村
の
言
っ
た
と
お
り
、

西
郷
が
着
く
頃
に
は
函
館
は
落
ち
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
西
郷
は
、「
あ
の
こ

わ
っ
ぱ
、
用
兵
の
天
才
で
ご
わ
す
」
と

言
っ
て
認
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
評
価
で
は
、
山
田
は
「
用

兵
の
妙　

神
の
如
し
（
戦
の
手
法
が
神

の
よ
う
だ
っ
た
）」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

山
田
は
全
戦
全
勝
で
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
時
代
の
優
れ
た
軍
人

と
聞
か
れ
て
「
山
田
顕
義
」
と
答
え
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
。

案
外
早
く
軍
服
を
脱
い
で
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。

　

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
に
勃
発

し
た
士
族
最
後
の
叛
乱
西
南
の
役
で
は
、

日
本
最
強
と
言
わ
れ
た
西
郷
軍
を
数
あ

る
新
政
府
軍
の
旅
団
の
中
で
山
田
市
之

允
（
の
ち
顕
義
）
率
い
る
旅
団
の
み

が
圧
倒
的
な
強
さ
で
追
い
上
げ
て
い
く
。

だ
が
、
神
の
如
き
軍
才
を
見
せ
な
が
ら

も
市
之
允
自
身
は
、
列
強
と
肩
を
並
べ

る
た
め
に
、
武
器
で
は
な
く
法
を
こ
の

西
南
戦
争
に
て
・
・
・

秋
山
さ
ん
の
著
書
「
五
稜
郭

を
落
し
た
男
」
か
ら

山田顕義

国
に
導
入
し
、
後
進
の
教
育
に
尽
く
す

こ
と
を
残
り
の
人
生
の
主
題
と
し
た
。

　

維
新
後
の
市
之
允
は
、
名
を
顕
義
と

改
め
、
司
法
大
輔
、
司
法
卿
、
司
法
大

臣
な
ど
を
歴
任
し
、
破
れ
は
し
た
が
民

法
（
民
法
法
案
で
夫
婦
平
等
を
説
い
て

破
れ
て
い
る
）
と
、
商
法
の
作
成
に
心

血
を
注
ぐ
一
方
、
日
本
法
律
学
校
（
日

本
大
学
前
身
）
を
創
設
し
、
國
學
院
を

創
立
す
る
な
ど
教
育
関
係
に
も
尽
力
し

た
生
涯
を
送
っ
た
。
人
材
育
成
は
松
下

村
塾
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

市
之
允
の
胸
の
内
に
は
、
明
治
25

（
１
８
９
２
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、

つ
ね
に
松
陰
が
生
き
続
け
た
。
享
年
49

歳
で
あ
る
。

作
家　

秋
山
香か

の乃
さ
ん

（
１
８
４
４
〜
９
２
）

顕義園（萩市椿東）顕義園（萩市椿東）
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ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
８
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
北
九
州
市
在
住
。
中
学

時
代
は
演
劇
部
で
シ
ナ
リ
オ
や
コ
ン
ト
を
書
く
。
そ
の

後
、
日
本
史
に
熱
中
、
高
校
入
学
の
頃
よ
り
小
説
を
書
き

始
め
る
。
長
崎
活
水
女
子
短
大
で
司
馬
遼
太
郎
を
研
究
。

２
０
０
４
年
に
山
田
顕
義
を
主
人
公
に
し
た
「
五
稜
郭
を

落
と
し
た
男
」（
文
芸
社
、
１
８
９
０
円
）
を
出
版
。

年
足
ら
ず
で
す
が
、
育
ん
で
く
れ
た
故

郷
は
萩
で
あ
り
ま
す
。

　

萩
は
美
し
い
景
観
と
歴
史
上
由
緒
あ

る
史
跡
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
、

萩
を
訪
れ
た
友
人
達
も
声
を
揃
え
て
褒

め
て
く
れ
ま
す
。

　

町
並
み
が
変
わ
る
の
は
、
時
の
流
れ

で
仕
方
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
萩

の
自
然
の
美
し
さ
が
次
第
に
毀
さ
れ
て

行
く
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
土
原
、

平
安
古
の
稲
田
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
る

の
は
淋
し
い
限
り
で
す
。
過
度
な
再
開

発
を
避
け
て
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生

か
し
、
住
み
易
い
街
で
あ
っ
て
欲
し
い

き
受
け
ま
し
た
。
大
任
を
果
た
せ
る
か

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
東
京
に
出
て
以

来
、
世
話
に
な
っ
た
こ
の
同
窓
会
へ
の

恩
返
し
の
気
持
ち
で
務
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

両
親
が
教
師
と
い
う
仕
事
上
、
下
関
、

奈
古
（
阿
武
町
）
を
経
て
、
萩
中
２
年

の
時
萩
市
内
に
住
居
を
得
ま
し
た
。
奈

古
の
里
山
や
海
辺
で
遊
び
ま
わ
っ
た
こ

と
、
両
親
の
教
育
方
針
に
よ
り
奈
古
小

学
校
か
ら
明
倫
小
学
校
に
転
校
さ
せ
ら

れ
萩
中
２
年
ま
で
汽
車
通
を
し
た
こ
と
、

萩
中
５
年
間
は
、
良
き
師
、
良
き
友
に

恵
ま
れ
、
勉
強
を
し
、
部
活
を
楽
し
み
、

戦
時
中
の
厳
し
い
抑
圧
下
に
あ
り
な
が

ら
楽
し
い
青
春
を
過
ご
し
た
こ
と
な
ど
、

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
思
い
出
で
す
。

　

萩
中
卒
業
後
、
山
口
そ
し
て
東
京
に

遊
学
し
て
か
ら
の
帰
省
時
、
阿
武
川
沿

い
に
沖
原
に
出
る
と
視
界
が
開
け
、
３

本
の
松
の
木
立
の
向
う
に
浮
か
ぶ
指
月

山
を
見
て
、
故
郷
に
帰
っ
た
歓
喜
に
ひ

た
っ
た
こ
と
は
今
で
も
強
く
胸
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
私
の
人
生
の
場
の
大
部

分
は
東
京
に
な
っ
て
し
ま
い
、
萩
は
10

　

公
立
昭
和
病
院
を
定
年
退
職
し
て
早

や
12
年
と
な
り
、
外
科
医
と
し
て
50
年

余
を
馬
車
馬
の
よ
う
に
突
走
っ
て
来
ま

し
た
が
、
漸
く
時
間
に
制
約
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
医
者
以
外
何
の
取
得
が
な
く
、
ま

た
読
書
の
ほ
か
趣
味
ら
し
い
も
の
も
な

く
、
何
か
や
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
安

閑
と
過
ご
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

30
年
来
、
萩
中
の
在
京
仲
間
と
東
京

指
月
会
で
知
り
合
っ
た
萩
高
女
の
方
々

と
の
年
２
、３
回
箱
根
一
泊
旅
行
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
東
京
指
月
会
の
会
長
を
引

東
京
指
月
会 
会
長

公
立
昭
和
病
院
名
誉
院
長

浅あ
さ
の野　

哲
あ
き
ら

氏

東
京
都
在
住
、
萩
市
南
古
萩
出
身

昭
和
19
年
萩
中
卒
、
79
歳

私
の
近
況

萩
へ
の
一
言

萩
の
思
い
出

昭
和
19
年

昭
和
26
年

昭
和
27
年

昭
和
35
年

昭
和
37
年

昭
和
45
年

昭
和
56
年

昭
和
60
年

平
成
元
年

平
成
６
年

萩
中
卒
（
44
期
）

東
京
大
学
医
学
部
卒

東
大
付
属
病
院
第
１
外
科

医
学
博
士

国
立
東
京
第
１
病
院
外
科

東
京
厚
生
年
金
病
院
外
科

部
長

同
上
副
院
長
兼
外
科
部
長

国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
外
科

医
長
兼
救
急
部
長
（
現
国

立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
）

公
立
昭
和
病
院
・
院
長

定
年
退
職
・
名
誉
院
長

東
京
指
月
会
長

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ズーム
アップ

ズーム
アップ

と
思
い
ま
す
。

　

東
京
指
月
会
に
つ
い
て
一
言
。
本
会

は
、
萩
中
、
萩
高
女
そ
し
て
萩
高
校
の

卒
業
生
が
集
う
首
都
圏
の
同
窓
会
支
部

で
す
。
総
会
に
は
多
数
の
方
々
が
集
ま

り
親
睦
と
交
誼
を
重
ね
て
い
ま
す
。
首

都
圏
に
出
る
若
い
人
た
ち
に
は
、
同
窓

の
仲
間
だ
け
で
な
く
同
郷
の
上
下
の
縦

の
繋
が
り
を
持
て
る
の
で
、
奮
っ
て
参

加
さ
れ
る
よ
う
勧
め
ま
す
。

１
次
松
方
内
閣
で
も
留
任
。「
法
典
伯
」

と
呼
ば
れ
る
。
教
育
を
重
視
し
、
現
在

の
日
本
大
学
、
國
学
院
大
学
を
創
設
。

　

萩
市
椿
東
中
の
倉
の
誕
生
地
は
、「
顕

義
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
山
田
顕
義

の
像
が
建
っ
て
い
る
（
写
真
）。

強風や松くい虫で失われた
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小
国
地
区
は
平
成
７
年
に
圃ほ

場
整
備

が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
３
〜
５
ａ
程

度
で
あ
っ
た
水
田
が
20
〜
30
ａ
の
大
き

な
水
田
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
戸
別
経
営
で
は
非
効
率
な

こ
と
が
多
く
、
大
型
機
械
の
共
同
利
用

な
ど
を
目
的
に
、
平
成
８
年
、「
小
国

営
農
合
理
化
組
合
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

平
成
12
年
度
に
中
山
間
地
区
直
接
支

払
制
度
が
始
ま
り
、
当
地
区
は
集
落
協

定
に
基
づ
き
、
①
法
人
化
に
向
け
て
の

検
討
、
②
多
面
的
機
能
の
増
進
と
し
て

イ
ノ
シ
シ
牧
場
を
中
核
と
し
た
都
市
住

民
と
の
交
流
、
③
特
産
品
販
売
施
設
を

利
用
し
た
シ
シ
肉
や
農
産
加
工
品
の
販

売
、
こ
の
３
つ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
集
落
内
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
平
成
13
年
、「
農
地
は
地
域
の
財

産
と
し
て
、
地
域
で
守
る
」
を
基
本
理

念
と
し
、特
定
農
業
法
人「
小
国
フ
ァ
ー

ム
」
を
設
立
。

　

こ
れ
ま
で
の
合
理
化
組
合
と
違
っ
て
、

農
家
の
土
地
自
体
を
法
人
が
借
り
上
げ
、

共
同
で
営
農
す
る
形
態
の
た
め
、
お
の

ず
か
ら
そ
の
収
穫
物
は
法
人
の
所
有
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
米
を
作
っ
て

い
る
本
人
が
、
お
金
を
出
し
て
米
を
購

入
す
る
と
い
う
よ
う
な
現
象
や
、
個
別

農
家
の
自
由
が
利
か
な
い
な
ど
、
設
立

当
初
は
構
成
員
の
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
大
型
機
械
施
設
の
共
同
利
用
、

営
農
経
費
の
共
同
化
、
経
理
事
務
の
一

元
化
な
ど
、
法
人
化
に
よ
る
数
々
の
メ

リ
ッ
ト
へ
の
理
解
が
進
み
、
今
で
は
運

営
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
26
人
（
13
戸
）、

水
稲
・
転
作
野
菜
・
イ
ノ
シ
シ
・
加
工
・

ト
マ
ト
の
５
つ
の
部
門
を
独
立
採
算
制

で
運
用
し
て
い
ま
す
。
水
稲
部
会
で
は

主
力
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
転
作
野
菜
部
会

で
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
大
豆
、
イ
ノ
シ
シ
部
会
で
は
道
の
駅

で
の
シ
シ
肉
の
計
画
販
売
、
加
工
部
会

で
は
女
性
部
に
よ
る
か
き
餅
・
餅
な
ど

の
製
造
販
売
、
ト
マ
ト
部
会
で
は
名
物

「
雨
よ
け
ト
マ
ト
」
の
減
農
薬
・
減
化

学
肥
料
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
部
住
民
と
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
平
成
17
年
の
10
月
９
日
、「
み

の
り
の
感
謝
祭
」
を
開
催
。
ト
マ
ト
の

収
穫
体
験
や
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
り
取

り
体
験
な
ど
を
実
施
、
50
人
を
超
え
る

参
加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
楽

し
そ
う
な
顔
を
見
て
、
来
年
以
降
も
継

続
し
よ
う
と
の
思
い
を
強
く
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て

も
１
集
落
13
戸
の
共
同
化
で
は
、
そ
の

効
果
が
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
５
年
後
、
10
年
後
に
継
続
し

た
営
農
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
片
俣
地
区
の
５
集
落
で

の
集
団
営
農
を
実
現
す
べ
く
、
周
辺
の

集
落
に
働
き
か
け
、
話
し
合
い
を
続
け

て
い
ま
す
。
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊

事
情
も
あ
り
、
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
地
域
社
会
と
一
体
不
可
分
の
地
域

農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
絶
対

に
必
要
な
施
策
で
あ
る
と
の
信
念
の
も

と
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
小
国
に
生
ま

れ
る
。
68
歳
。

　

中
学
卒
業
後
、
家
業
の
農
業
に
従
事
。

27
歳
で
農
業
委
員
に
、
71
年
に
は
農
業

委
員
会
の
会
長
就
任
、
78
年
に
は
旧
む

つ
み
村
の
村
議
、
90
年
に
は
議
長
な
ど

公
職
を
歴
任
。

　

消
防
の
分
野
で
も
活
躍
、
現
在
む
つ

み
方
面
団
長
を
つ
と
め
、
05
年
度
の
県

選
賞
社
会
活
動
を
受
賞
。

▲集落の山手にあるイノシシ
牧場。現在約 30 頭のウリボ
ウ（仔猪）をここで育てている。

■
平
成
８
年
、
営
農
合
理
化
組
合

の
立
ち
上
げ

■
農
地
は
地
域
の
財
産
と
し
て
、

地
域
で
守
る

県
道
萩
津
和
野
を
通
り
、「
道
の
駅
／
う
り
ぼ
う
の
郷
」
で
左
折
、
国

道
３
１
５
号
を
し
ば
ら
く
進
む
と
山
間
に
小
国
の
集
落
が
あ
る
。
農
家

数
は
13
戸
、
水
稲
を
中
心
に
雨
よ
け
ト
マ
ト
な
ど
の
産
地
と
し
て
も
有

名
。
こ
こ
で
は
、
平
成
13
年
に
特
定
農
業
法
人
「
小
国
フ
ァ
ー
ム
」
が

組
織
さ
れ
、
集
落
営
農
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
同
法
人
の
代
表
を
つ
と

め
る
下
瀬
盛
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。 インタビュー

特定農業法人
「小

お ぐ に

国ファーム」

下
し も せ

瀬　盛
さかり

さん
（萩市片俣在住、68 歳）

代表

■
５
つ
の
部
会
を
独
立
採
算
制
で

運
用

■
片
俣
地
区
５
集
落
で
の
集
団
営

農
を
目
指
し
て

▲自宅裏の雨よけトマト栽培用ビニールハウス前で。

（むつみ地域）
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酒
類
の
卸
部
門
は
山
口
県
北
部
が
中

心
で
す
が
、
ポ
ン
酢
製
品
に
つ
い
て
は

全
国
区
で
営
業
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
一
番
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
の
が

首
都
圏
。
現
在
は
四
谷
に
支
社
を
置
い

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
青
山
一
丁
目

に
用
地
を
取
得
、
自
社
ビ
ル
を
建
築
中

で
す
。

　

こ
の
ビ
ル
は
地
下
鉄
青
山
（
◯
○

線
）
一
丁
目
駅
か
ら
至
近
の
距
離
、
ビ

ル
の
一
階
に
は
、
こ
の
立
地
を
生
か
し

て
ポ
ン
酢
を
使
っ
た
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
業
す
る
予
定
で
す
。
席
数
約
40
席

と
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
で
す
が
、
一

流
割
烹
の
指
導
の
も
と
、
鍋
も
の
だ
け

で
な
く
、
ポ
ン
酢
の
持
つ
可
能
性
を
生

か
た
新
し
い
創
作
料
理
を
提
供
、
ま
た

そ
こ
で
開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
取
引
先

で
あ
る
料
理
店
や
一
般
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

し
、
ポ
ン
酢
製
品
の
需
要
創
造
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
も
思
い
ま
す
。
開
業
は

２
０
０
６
年
５
月
の
予
定
で
す
。

　

一
方
、
新
製
品
に
つ
い
て
は
こ
こ
数

年
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
来

春
、
だ
い
だ
い
ベ
ー
ス
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
２
種
、
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加

え
る
予
定
で
、
現
在
、
試
作
の
最
終
段

階
で
す
。
と
も
に
、
だ
い
だ
い
の
風
味

を
生
か
し
た
製
品
で
、
醤
油
を
つ
か
っ

た
も
の
と
、
醤
油
を
加
え
な
い
も
の
。

　

特
に
非
醤
油
系
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、

だ
い
だ
い
の
風
味
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
生

き
て
、
我
な
が
ら
の
自
信
作
で
す
。
市

販
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
数
多
い
で
す
が
、

こ
れ
は
一
味
違
っ
た
、
そ
し
て
萩
ら
し

い
製
品
に
な
る
と
、
今
か
ら
製
品
の
完

成
・
販
売
開
始
が
楽
し
み
で
す
。

　

長
い
ス
パ
ン
の
計
画
と
い
う
か
、
夢

み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
将
来
的
に
は

生
産
拠
点
を
萩
以
外
に
も
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
製
造
は
全
て

萩
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
震
を
は
じ

シリーズ①

萩
の
元
気
企
業
探
訪

㈱ 
岸
田
商
会

ポ
ン
酢
で
有
名
な
㈱
岸
田
商
会
、
06
年
度
に
新
た
な

展
開
を
始
め
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
、
専
務
取
締
役

大
中
隆
義
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

め
と
す
る
災
害
等
で
交
通
寸
断
に
な
っ

た
場
合
、
商
品
供
給
が
で
き
な
く
な
る

危
険
性
に
備
え
て
の
リ
ス
ク
分
散
と
い

う
こ
と
で
す
。
全
国
各
地
で
当
社
の
商

品
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
る
お
客
様
に
、

安
定
し
て
商
品
供
給
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
メ
ー
カ
ー
の
責
務
と
し
て
、
と
っ

て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
海
外
市
場
。
現
在
も
商

社
経
由
で
、
当
社
製
品
が
海
外
の
日
本

料
理
店
向
け
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
企
業
の
海
外
進
出
や
海
外
で
の
日

本
料
理
ブ
ー
ム
の
中
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
市
場
は
有
望
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
南
ア
フ
リ
カ
の
日
本
料
理
店

で
当
社
製
品
が
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、

自
社
の
製
品
が
赤
道
を
越
え
て
い
る
こ

と
に
感
激
に
近
い
感
情
を
覚
え
た
も
の

で
し
た
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

大
中　

隆
義　

１
９
６
６
（
昭
和
41
）

年
萩
生
ま
れ
、
39
歳
。
萩
市
呉
服
町
在

住
。
明
倫
小
→
明
経
中
→
萩
商
業
→
東

亜
大
を
卒
業
。
89
年
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

飲
料
株
式
会
社
入
社
、
94
年
株
式
会
社

岸
田
商
会
入
社
、
現
在
同
社
専
務
取
締

役
。
05
年
度
社
団
法
人
萩
青
年
会
議
所

理
事
長
。
座
右
の
銘
は
「
勇
往
邁
進
」、

趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
バ
イ
ク
、
車
。

★
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

㈱
岸
田
商
会
か
ら
、
ポ
ン
酢
製
品
の

詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
（
３
０
０
０
円
相

当
）
を
３
名
様
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ご
希
望
の
方
は
、官
製
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
近
況
な
ど
明
記
の

上
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
あ
て
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
１
月
31
日
締
切
。

東
京
青
山
一
丁
目
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
開
業
予
定

▲本社（土原）

▲大中隆義さん

新
製
品

　
「
だ
い
だ
い
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

生
産
拠
点
の
拡
大
と
海
外
市
場
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ふ
る
さ
と
便
り

ふ
る
さ
と
便
り

萩

　

１
９
５
６
年

か
ら
約
50
年
の

歴
史
が
あ
り
、

多
く
の
人
に
愛

さ
れ
て
き
た
萩

市
民
球
場
が
、

老
朽
化
と
萩
ウ

エ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
の
ス
タ
ジ
ア

ム
完
成
の
た
め

取
り
壊
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当

時
は
、
北
浦
地

方
初
の
プ
ロ
野

球
公
認
球
場
で
、

収
容
人
員
は

１
万
３
０
０
０

地

域

人
、
総
工
費
約
３
７
０
０
万
円
。
工
事

に
は
延
べ
２
万
６
０
０
０
人
の
が
関
わ

り
ま
し
た
。
晴
れ
の
球
場
開
き
に
は
、

プ
ロ
野
球
１
軍
の
阪
急
︲
広
島
戦
を
開

催
（
内
野
Ａ
席
２
０
０
円
）。

　

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
10
月
）
の

山
口
国
体
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
主
会

場
と
な
り
、
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

が
御
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

跡
地
は
公
園
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

さ
よ
な
ら

　

萩
市
民
球
場（
９
月
）解体され更地となった球場跡地▶

　

10
月
29
日
、
田
万
川
中
学
校
体
育

館
で
プ
レ
国
民
文
化
祭
「
た
ま
が
わ

ス
ペ
イ
ン
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

多
磨
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
か
わ

い
ら
し
い
フ
ラ
メ
ン
コ
で
幕
を
開
け
、

地
元
ロ
ス
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス
田
万
川
に

よ
る
華
麗
な
フ
ラ
メ
ン
コ
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
調
理
し
た
、
パ
エ
リ
ア
な
ど
の

ス
ペ
イ
ン
料
理
は
好
評
で
３
０
０
食

が
す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
「
第
21
回
国
民
文
化
祭
」
フ
ラ
メ

▲ロス・アミーゴス田万川の小学生

ン
コ
部
門
は
、
06
年
11
月
４
日
・
５

日
、
田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
田

万
川
地
域
の
民
話
を
題
材
に
し
た
創

作
フ
ラ
メ
ン
コ
の
発
表
や
、
フ
ラ
メ

ン
コ
を
見
な
が
ら
食
事
を
楽
し
む
タ

ブ
ラ
オ
も
開
か
れ
ま
す
。

田

万

川

地

域

フ
ラ
メ
ン
コ
de

ス
ペ
イ
ン
ま
つ
り

（
10
月
）

２
０
０
５
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

萩
市
も
、
３
月
に
新
「
萩
市
」
が
誕
生
し
、
節
目
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
良
い
年
と
な
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
田
万
川
地
域
か
ら
ス
ペ
イ
ン
ま
つ
り
、
萩
地

域
か
ら
萩
市
民
球
場
解
体
、
お
隣
の
阿
武
町
か
ら
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
10
人

が
競
演
す
る
ジ
ャ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
ワ

ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ゴ
ー
ル
ド
・
フ
ィ

ン
ガ
ー
ズ
」
が
５
月
29
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
ジ
ャ
ズ

フ
ァ
ン
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

  

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東
京
や
大
阪

な
ど
大
都
市
を
中
心
に
全
国
10
か
所
を

回
る
ツ
ア
ー
公
演
で
、
阿
武
町
は
も
ち

ろ
ん
山
口
県
初
上
陸
。
主
催
は
阿
武
町

の
有
志
や
萩
の
喫
茶
店「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

ら
を
中
心
に
結
成
。
阿
武
町
制
50
周
年

を
記
念
し
ま
し
た
。

全
席
指
定
８
５
０
０
円
と
い
う
高
額

チ
ケ
ッ
ト
で
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
注

文
が
殺
到
、
販
売
２
週
間
後
に
は
全

５
１
２
席
が
完
売
す
る
人
気
。

  

ケ
ニ
ー
・
バ
ロ
ン
や
シ
ダ
ー
・
ウ
ォ

ル
ト
ン
、
秋
吉
敏
子
な
ど
10
人
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
が
奏
で
る
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
に
終
始
魅
了
さ
れ
た
観
客
は
、
ア
ン

コ
ー
ル
曲
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
演
奏

時
に
は
文
化
ホ
ー
ル
史
上
最
高
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、
全
員
が
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。

　
「
観
客
と
一
体
に
な
れ
る
の
で
小
さ

い
会
場
は
大
好
き
。
ピ
ア
ノ
も
音
響
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
か

ら
も
大
好
評
。
小
さ
な
町
の
大
き
な
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
大
盛
会
の
う
ち
に
幕
を

降
ろ
し
ま
し
た
。

阿
武
町

▲ケニー・バロン▲アンコール曲「A 列車で行こう」を競演

小
さ
な
町
の
大
き
な
コ
ン
サ
ー
ト

５
０
０
人
を
魅
了
!!　
（
５
月
）
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会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

○
林　

賢
治
（
埼
玉
県
川
越
市
）

　

同
期
松
野
の
死
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
闘
病
生
活
つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
な
。

い
い
仕
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
ね
。
天
職

だ
と
言
っ
て
た
よ
な
。
最
近
は
、
ヨ
ッ
ト

に
こ
っ
て
て
俺
を
乗
せ
て
く
れ
る
と
言
っ

て
た
の
に
実
現
し
な
く
て
残
念
！
萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
と
り
あ
げ
て
く
れ
て
、
同
期

の
皆
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

龍
司
、
盆
に
は
、
ま
た
こ
の
世
に
戻
っ

て
き
な
よ
。

○
猪
山
典
子
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

　

日
毎
に
秋
め
い
て
ゆ
く
季
節
に
な
る
と

無
性
に
〝
萩
〟
が
恋
し
く
な
っ
て
し
ま

い
、
高
い
空
を
見
上
げ
て
飛
ん
で
ゆ
き
た

く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
現
実
は
・
・
・
。

　

本
日
届
い
た
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
今

夜
は
隅
々
ま
で
読
み
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
近
藤
安
弘
（
東
京
都
練
馬
区
）

　

新
し
い
萩
が
将
来
志
向
で
各
種
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
居
ら
れ
る
姿
に
、
拍
手
を

送
り
ま
す
。

　

新
日
鉄
の
よ
う
な
大
企
業
で
も
、
鉄
だ

け
で
な
く
飲
料
や
鰻
を
飯
の
種
に
し
て
い

ま
す
。
本
業
１
本
で
飯
が
食
え
れ
ば
幸
い

で
す
が
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
い
ろ
い

ろ
な
切
り
口
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
（
頑
張
っ
た
と
し
て
も
年

間
わ
ず
か
40
本
）
で
な
く
、
ぼ
て
ぼ
て

の
ゴ
ロ
で
も
イ
チ
ロ
ー
の
よ
う
に
懸
命
に

走
っ
て
セ
ー
フ
に
す
る
。
こ
の
パ
ワ
ー
が

大
切
で
す
ね
。

　

66
人
出
席
。
今
回
は
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
萩
高
、
萩
商
、
萩
工
、
萩
光
塩

の
合
同
同
窓
会
。
総
会
で
は
、
会
長
や
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
萩
商
業
・
萩
工

業
の
統
合
や
、
平
成
18
年
春
に
、
萩
高
校
北
側
事
務
棟
が
、
な
ま
こ
壁
を
基
調
と

し
た
建
物
に
建
て
変
わ
る
こ
と
な
ど
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

三見同窓会

萩地区４校合同同窓会
11 月 26 日

11 月 19 日

９月 25 日

東京須佐会
日立金属高

たかなわ

輪和
わきょう

彊館（港区）

銀座アスター
お茶の水賓館（東京）

唐戸カモンワーフ（下関市）

〜
宮
木
宗
史
さ
ん
か
ら
の
投
稿
で
す
〜

　

７
回
目
の
三
見
中
学
校
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
、

18
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
三
見
と
い
う
狭
い
地
域

に
生
ま
れ
育
っ
た
同
窓
生
が
、
毎
年
９
月
に
年
代

を
超
え
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
集
ま

れ
ば
、
心
は
ス
ー
と
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、

校
舎
や
畑
・
田
ん
ぼ
、
真
っ
黒
に
な
っ
て
泳
い
だ

海
や
小
魚
を
追
っ
か
け
た
川
が
目
の
前
に
現
れ
て

く
る
よ
う
で
、「
妙
子
ち
ゃ
ん
」、「
勉
ち
ゃ
ん
」、「
正
樹
ち
ゃ
ん
」・・
、

そ
ん
な
雰
囲
気
の
同
窓
会
で
す
。 

　

次
回
は
、
２
０
０
６
年
９
月
16
日
開
催
予
定
で
す
。
東
京

近
郊
に
お
住
ま
い
の
三
見
中
学
校
卒
業
生
の
方
、
ご
連
絡
下
さ

い
。
ま
だ
出
席
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
ど
う
ぞ
一
度
お
見
え

に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

連
絡
先
は
坪
井
良
子
（
35
年
卒
）

０
３
・
３
９
５
５
・
９
０
５
８

　

懇
親
会
は
、
下
関
唐
戸
魚
市

場
提
供
に
よ
る
下
関
な
ら
で
は

の
ふ
く
鍋
、
ふ
く
さ
し
を
食
べ

な
が
ら
、
ふ
く
の
ひ
れ
酒
や
ま

ろ
や
か
で
口
あ
た
り
の
よ
い

身み
ざ
け酒
を
飲
ん
で
の
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
楽
し
い
会
に
な
り
ま

〜
清き
よ
ち地
治
正
会
長
か
ら
の
投
稿
で
す
〜

　

野
村
萩
市
長
、
益
田
都
さ
ん
（
第
37

代
故
益
田
兼
泰
氏
ご
令
室
）、
須
佐
か

ら
も
和
田
総
合
事
務
所
長
や
須
佐
地
域

づ
く
り
研
究
会
の
品
川
、
潮
、
岩
本
の

各
氏
等
の
ご
来
賓
を
仰
ぎ
、
総
勢
70
人

の
会
を
挙
行
で
き
幹
部
一
同
衷
心
よ
り

喜
び
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
を
機
に

萩
市
須
佐
、
弥

富
が
更
に
飛
躍

す
る
よ
う
に
、

年
に
一
度
の
総

会
だ
け
で
な
く

春
の
新
宿
御
苑

の
長
州
緋
桜
の

花
見
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

を
最
大
限
活
用

し
地
元
萩
と

の
交
流
を
深
め

た
い
と
存
じ
ま

す
。
更
に
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
事
務

局
は
勝
山
義
康

（
０
４
６
２
・
５

５
・
６
２
０
７
）

★
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　

ク
ラ
ス
会
、
同
郷
会
の
投
稿
記
事
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
ま
で
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。

し
た
。
ま
た
、
１
等
ふ
く
フ
ル
コ
ー
ス
が

あ
た
る
空
ク
ジ
な
し
の
抽
選
会
で
は
、
番

号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、
会
場
内

か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
下
関
巴
城
会
事
務
局
は
益
田
宗
親

（
０
８
３
２
・
３
２
・
３
３
８
７
益
田
耳
鼻
咽

喉
科
）、
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
事
務
局
は

中
谷
満
正（
０
９
０
・
５
０
８
１
・
８
５
４
５
）
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干
し
フ
グ
、
北
浦
の
郷
土
料
理
素
材

で
、
お
正
月
か
ら
「
福
を
招
く
」
と
し

て
、
お
せ
ち
料
理
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
全
国
一
般
に
棒
ダ
ラ
の
煮
し
め
が

普
通
で
す
が
、
萩
で
は
前
浜
に
揚
が
る

シ
ロ
サ
バ
フ
グ
や
ク
ロ
サ
バ
フ
グ
の
干

物
を
使
っ
て
煮
し
め
を
作
り
ま
す
。
材

料
と
な
る
干
し
ふ
ぐ
は
、
一
匹
の
フ
グ

を
頭
か
ら
三
枚
に
お
ろ
し
、
尾
の
部
分

を
つ
な
げ
た
ま
ま
カ
チ
カ
チ
に
干
し
た

も
の
。
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
、
正

体
が
知
れ
な
い
製
品
で
、
店
頭
で
も

「
こ
れ
は
何
で
す
か
？
」
と
よ
く
質
問

を
お
受
け
し
ま
す
。
か
つ
て
、
昭
和
30

年
代
頃
ま
で
は
、
生
の
フ
グ
を
買
い
求

め
、
干
し
フ
グ
を
自
作
す
る
家
庭
も
多

く
、
萩
の
街
の
あ
ち
こ
ち
で
軒
先
に
干

さ
れ
た
フ
グ
が
見
ら
れ
、
萩
の
暮
れ
の

風
物
詩
だ
っ
た
と
か
。

　

料
理
法
は
棒
ダ
ラ
の
煮
し
め
と
ほ

ぼ
同
様
。
米
の
と
ぎ
汁
に
２
週
間
ほ

ど
つ
け
て
、
戻
す
作
業
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
毎
日
朝
夕
、
と

ぎ
汁
を
換
え
て
柔
ら
か
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
一
口
大

に
。
こ
れ
を
、
番
茶
で
ア

ク
を
と
り
な
が
ら
30
分
ほ

ど
ゆ
で
、
い
っ
た
ん
汁
を

捨
て
る
。
次
に
、
出
汁
と

お
酒
で
30
分
ゆ
で
、
そ
の

後
、
醤
油
、
み
り
ん
、
砂

●
新
年
に
、福
を
招
く
、干
し
フ
グ

糖
で
味
付
け
、
さ
ら
に
コ
ト
コ
ト
煮
詰
め

る
。
と
っ
て
も
手
間
と
時
間
が
か
る
料
理

で
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
極
み
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
味
は
文
句
な
し
に
美
味
、
噛

み
締
め
る
た
び
に
、
フ
グ
の
コ
ク
と
香
ば

し
さ
が
口
に
広
が
り
ま
す
。
現
在
で
は
、

生
産
自
体
が
少
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
店
頭

に
出
回
る
こ
と
は
稀
で
、
な
か
な
か
入
手

が
困
難
な
商
品
で
す
。
道
の
駅
萩
し
ー

ま
ー
と
（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）、

ま
た
は
萩
市
内
の
海
産
物
製
造
所
に
直
接

問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
極
み

　

05
年
12
月
４
日
（
日
）
に
６
時
間
に

渡
り
、
全
国
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
︲
Ｂ

Ｓ
の
「
お
ー
い
ニ
ッ
ポ
ン
（
山
口
県
）」

の
萩
か
ら
の
生
中
継
で
は
、萩
焼
窯
元
・

岡
田
窯
で
の
窯
出
し
風
景
や
、
城
下
町

に
灯
さ
れ
た
竹
の
灯
り
な
ど
が
紹
介
さ

れ
た
ほ
か
、
萩
の
初
代
藩
主
・
毛
利
秀

就
が
お
国
入
り
し
た
際
の
お
も
て
な
し

料
理
を
大
照
院
に
て
再
現
。
料
理
監
修

は
「
萩
藩
毛
利
家
の
食
と
暮
ら
し
」
の

著
者
・
江
後
迪
子
さ
ん
、萩
の
割
烹
「
千

代
」
の
河
村
◯
◯
氏
が
調
理
を
担
当
。

■
式
正
料
理
（
部
分　

本
膳
〜
向
詰
）

　

慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）
12
月
28

日
、
初
代
藩
主
・
毛
利
秀
就
の
萩
入
城

を
祝
う
「
式
正
」
の
振
る
舞
い
。「
式

正
」
と
は
儀
式
の
時
の
料
理
様
式
の
こ

と
で
、
式
三
献
に
続
い
て
本
膳
と
し
て

七
献
ま
で
が
出
さ
れ
た
。
当
日
提
供
さ

れ
た
膳
数
は
な
ん
と
４
８
０
人
分
、
毛

利
家
の
権
威
を
表
す
最
大
級
の
も
て
な

し
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
当
時
の
文
書

記
録
を
元
に
、
メ
イ
ン
と
な
る
本
膳
・

二
の
膳
・
三
の
膳
・
御
向
詰
を
再
現
し

て
み
た
。

【
本
膳
】
塩
鮭
（
塩
引
き
し
た
鮭
の
焼

物
）、
干
鯛
（
真
鯛
の
開
き
の
焼
物
）、

雉
子
（
雉
肉
の
蒸
し
焼
き
）、蒲
才
（
蒲

鉾
を
さ
い
の
目
の
切
っ
た
も
の
）、
削

物
（
鰹
節
を
削
っ
た
も
の
）、海
月
（
ク

ラ
ゲ
の
酢
の
物
）、
焼
ぶ
り
（
ブ
リ
の

焼
物
）、
飯
（
ご
飯
）

■
関
連
書
籍
の
紹
介

　

毛
利
家
の
暮
ら
し
・
食
事
に
関
心
の

あ
る
方
は
、
右
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
萩
藩
毛
利
家
の
食
と
暮
ら
し
」　

05
年
３
月
初
版
発
行

著
者　

江
後
迪
子　

㈱
つ
く
ば
ね
舎　

（
０
３
・
５
６
８
８
・
６
８
６
６
）

定
価　

２
２
０
０
円

▲煮しめの完成。棒タラよりもぐっと深い味わい

ＮＨＫ−ＢＳ
おーいニッポン（山口県）
萩藩毛利家の殿様御膳を再現

●
６
月
21
日　

民
事
再
生
法
適
用
を
申

請　
　

定
員
割
れ
で
経
営
難
に
陥
り
、
東
京

地
裁
に
民
事
再
生
手
続
き
開
始
の
申
立

を
行
う
。
負
債
総
額
は
約
37
億
円
。
広

島
県
の
大
証
２
部
上
場
企
業
で
建
築
設

計
業
を
中
心
に
、
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育

所
を
運
営
し
て
い
る
「
塩
見
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
」
が
再
建
支
援
に
名
乗
り

を
上
げ
る
。

●
８
月
１
日　

理
事
長
交
代

　

理
事
会
で
安
部
一
成
理
事
長
が
辞
任
。

新
理
事
長
に
。
塩
見
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
関
連
会
社
で
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

し
て
い
る
株
式
会
社
「
寿
」
代
表
取
締

役
の
村
本
章
治
氏
が
就
任
。

●
10
月
11
日　

再
生
計
画
案
を
提
出

　

東
京
地
裁
に
再
生
計
画
案
を
提
出
。

　

計
画
案
で
は
、
07
年
４
月
に
、「
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
」（
１
学
年
２
０
０

人
）
を
開
設
し
、
保
育
士
や
社
会
福
祉

士
な
ど
福
祉
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
す
と
い
う
内
容
。

●
06
年
１
月
（
予
定
）
債
権
者
集
会

　

計
画
案
が
承
認
さ
れ
て
東
京
地
裁
が

認
可
す
れ
ば
、
６
月
に
も
文
部
科
学
省

に
新
学
部
設
置
を
申
請
、
大
学
の
名
称

変
更
も
検
討
。

１
年
の
動
き

萩
国
際
大
学
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設
置
式
で
は
、
菊
地
昇
・
萩
商
業

校
長
と
浅
原
司
・
萩
工
業
校
長
の
２
人

が
玄
関
前
に
開
校
準
備
室
の
看
板
を
掲

げ
ま
し
た
（
写
真
上
）。
萩
工
業
と
兼

務
で
萩
商
工
高
校
長
と
な
る
浅
原
校
長

は
「
両
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
生
徒
一
人
一
人
の

興
味
と
関
心
、
進
路
希
望
な
ど
に
応
じ

た
選
択
幅
の
広
い
教
育
の
推
進
を
目
指

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

萩
商
工
高
は
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
70
人
）、
国
際
情
報
科
（
35
人
）、
機

械
科
（
35
人
）、
電
気
科
（
35
人
）、
建

設
工
学
科
（
35
人
）
の
５
科
で
定
員
は

２
１
０
人
。
特
徴
と
し
て
は
、
工
業
科

の
生
徒
が
商
業
部
門
を
学
べ
る
シ
ス
テ

ム
を
取
り
入
れ
、
専
門
的
な
こ
と
を
幅

広
く
学
べ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
か
ら

流
通
・
販
売
ま
で
一
貫
し
た
学
習
が
で

き
ま
す
。

　

06
年
度
か
ら
08
年
度
前
半
ま
で
に
老

朽
校
舎
や
商
業
の
学
習
施
設
等
の
整
備

を
行
う
予
定
で
、
そ
の
間
は
仮
設
校
舎

や
萩
商
業
の
校
舎
を
活
用
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

現
在
の
同
窓
会
や
萩
商
業
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
協
議
中
ま
た
未
定
の

状
況
で
す
。

　

堀
内
の
城
門
「
北
の
総
門
」
に
、
昔

な
が
ら
の
衣
装
を
着
た
門
番
が
お
目
見

え
し
ま
し
た
。
地
元
堀
内
町
内
会
で
つ

く
る
「
萩
城
下
ご
案
内
候
の
会
」
が
、

毎
週
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
交
代
で
門

番
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

北
の
総
門
は
藩
政
時
代
、
城
下
か
ら

萩
城
三
の
丸
に
入
る
門
の
一
つ
で
、
高

さ
７
ｍ
、
柱
間
5.9
ｍ
で
国
内
で
は
最
大

級
の
高
麗
門
。

　

観
光
客
に
毛
利
藩
政
時
代
の
面
影
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
門
番
を
企
画
。

京
都
市
の
太
秦
映
画
撮
影
所
が
時
代
劇

に
使
っ
て
い
る
江
戸
期
の
衣
装
を
、
参

考
に
し
て
製
作
。
１
着
６
万
５
０
０
０

円
。
会
員
な
ど
約
10
人
が
交
代
で
立
つ
。

　
「
城
下
町
・
萩
を
し
の
ぶ
一
つ
の
時

代
姿
が
よ
み
が
え
る
。
萩
博
物
館
や
外

堀
周
辺
の
観
光
案
内
、
記
念
撮
影
に
一

役
買
い
た
い
」
と
ご
案
内
候
の
会
。

に
門
番
役

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
案
内
候

萩
を
も
っ
と
知
っ
て　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定

　

試
験
は
、
教
科
書
に
は
な
い
歴
史
や

文
化
、
自
然
な
ど
計
６
７
８
問
の
幅
広

い
雑
学
を
お
さ
め
た
「
萩
も
の
し
り

博
士
検
定
問
題
集
」（
発
売
中
、
税
込

１
０
０
０
円
）
か
ら
90
問
、
萩
博
物
館

の
常
設
展
示
か
ら
10
問
の
計
１
０
０
問

を
出
題
。
８
割
以
上
の
正
解
で
「
萩
も

の
し
り
修
士
」
に
。
次
回
か
ら
、
修
士

の
取
得
者
が
博
士
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

　

京
都
や
岡
山
、
九
州
の
観
光
検
定
試

験
に
な
ら
っ
て
市
民
、
観
光
客
の
関
心

を
高
め
よ
う
と
企
画
。
特
典
と
し
て
、

修
士
・
博
士
し
か
聴
講
で
き
な
い
講
演

会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
「
手
作
り
郷
土
賞
」

（
地
域
整
備
部
門
）
を
萩
博
物
館
が
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
個
性
、

魅
力
を
創
出
す
る
施
設
や
活
動
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
萩
博
物
館
は
、
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
の
中
核
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
た
こ
と
と
、
管
理
運
営
は
市
民

有
志
が
会
員
で
あ
る
「
N　
P　
O
萩
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
が
担
っ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
博
物
館
は
、
11
月
11
日
に
開
館
１

周
年
を
迎
え
、
１
年
間
の
入
館
者
数
は

当
初
の
予
想
を
上
回
る
14
万
６
１
３
２

人
で
し
た
。
ま
た
月
別
の
最
高
入
館
者

数
は
、
開
館
し
た
２
０
０
４
年
11
月
の

２
万
３
４
８
６
人
で
す
。

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
５
６
）

開
館
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た

「
手
作
り
郷
土
賞
」

（
地
域
整
備
部
門
）
受
賞

　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
で
は
、
萩
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど

を
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、「
萩
も
の
し
り
博

士
検
定
」
を
創
設
。
11
月
27
日
初
の
修
士
検
定
が
、
旧
藩
校
・
明
倫
館
の

剣
槍
術
稽
古
場
「
有
備
館
」
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
２
３
４
人

が
受
験
し
、
９
割
を
超
え
る
２
１
３
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

県
立
高
校
再
編
に
伴
い
、
萩
商
業
と
萩
工
業
が
統
合
さ
れ
06

年
４
月
に
開
校
す
る
「
萩
商
工
高
等
学
校
」
が
、
11
月
１
日
に

現
在
の
萩
工
業
に
設
置
さ
れ
、
設
置
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀女子はブレザー、
　男子は詰襟の制服

萩
商
工
高
校

11
月
１
日
に
設
置
式

「
北
の
総
門
」

▲和服姿の受験生と試験官
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光
塩
小
か
ら
指
月
中
学
に
進
み
、
高

校
は
長
門
、
卒
業
後
は
福
岡
の
専
門
学

校
で
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま

し
た
。
萩
に
戻
り
、
親
し
い
友
人
た
ち

が
萩
焼
の
道
に
進
ん
で
い
た
こ
と
、
ま

た
叔
父
が
城
山
窯
（
金
子
信
彦
）
を
主

宰
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
自
分

の
ま
わ
り
の
環
境
が
萩
焼
に
非
常
に
近

陶
芸
家

金
子 

司
つ
か
さ

さ
ん 

（
35
歳
）

（
萩
市
三
見
在
住
）

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
自
然
に
陶
芸

の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。

　

21
歳
で
城
山
窯
に
勤
務
、
叔
父
の
金

子
信
彦
氏
に
師
事
し
、
萩
焼
の
仕
事
を

続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
当
時
か
ら「
自

分
の
形
」
に
こ
だ
わ
り
、
自
分
の
思
い

や
意
図
を
し
っ
か
り
表
現
で
き
る
作
品

作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
で

す
。
中
島
大
輔
さ
ん
、
濱
中
史
朗
さ
ん
、

野
坂
和
左
さ
ん
な
ど
若
手
作
家
と
の
グ

ル
ー
プ
展
「
萩
４
人
の
う
つ
わ
」（
03

年
３
月
、
05
年
３
月
彩
陶
庵
に
て
）
を

開
催
し
た
り
、
個
展
も
積
極
的
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　

04
年
の
年
末
に
13
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
城
山
窯
を
退
職
し
、
05
年
１
月
、

独
立
し
ま
し
た
。
３
年
前
、
子
供
た
ち

が
小
学
校
に
上
が
る
時
期
に
購
入
し
住

ま
い
と
し
て
い
た
三
見
の
農
家
に
、
こ

の
６
月
、
ガ
ス
窯
を
設
置
し
た
ア
ト
リ

エ
が
完
成
。
今
回
の
個
展
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｔ
（
再
出
発
）」
は
、
新
し
い
ア

ト
リ
エ
で
の
新
し
い
出
発
を
祈
念
し
た

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

城
山
窯
勤
務
時
代
は
、
一
つ
の
窯
に

自
身
の
作
品
を
含
め
複
数
職
人
の
作
品

が
入
る
の
で
、
た
と
え
ば
、
自
分
は

も
っ
と
高
い
温
度
で
焼
き
た
い
と
思
っ

て
も
、
他
の
作
品
の
関
係
で
ど
う
し
て

も
そ
れ
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
分
業
体
制
で
も
あ
る

の
で
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
窯
に
入
る
時

点
で
、
作
品
が
自
分
の
手
か
ら
離
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
ね
。
今
回
、
自
分
専
用

の
窯
を
持
っ
た
こ
と
で
、
最
終
工
程
ま

で
自
分
の
思
い
通
り
の
作
品
作
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

独
立
し
、
ア
ト
リ
エ
を
持
っ
た
こ
と

で
、
時
間
的
な
自
由
と
、
自
由
な
創
作

環
境
を
手
に
入
れ
た
訳
で
す
。
こ
れ
を

活
か
し
て
、こ
れ
か
ら
も
、「
自
分
の
形
」

を
追
い
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲個展を訪れたお客様に作品説明をする金子さん。
平易な言葉で、丁寧に説明する姿はとっても好感。
オブジェは、自宅の敷地に出現するモグラの穴の形
からイメージしたという。

夢夢追追人人
　

２
０
０
５
年
11
月
19
日
〜
27
日
、
萩
市
呉
服
町
の
彩
陶
庵
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
た
金
子
司
・
個
展
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

カ

ネ
コ
ツ
カ
サ
ノ
カ
タ
チ
」
を
訪
問
し
た
。

　

会
場
に
は
こ
の
６
月
開
窯
さ
れ
た
三
見
畦
田
の
工
房
で
作
ら
れ
た

新
作
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
数
々
が
展
示
。
萩
焼
の
次
代

を
担
う
作
家
と
注
目
を
集
め
る
金
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

▶色鮮やかなキノコの造形。四季折々の季節感を大切
にして、そのシーズンに合った作品を作っていきたい
とのこと。個展では、年末向けに、クリスマスツリー
をイメージしたオブジェも展示されていた。

◀新しい工房にて。敷地は 800 坪、建物は
およそ 200 年以上も前の農家を改築し住居
兼仕事場に。「広い土地があるので、倉庫を
建てたり、自由にいろんなことができそう」

▲オブジェ中心の展示の中、小皿やカップ・小物入れなど
の日常陶器も展示されている。「例えば、カップは普通こ
ういうカタチ、という決まりきった枠みたいなものに対し
て、どうもしっくりこない」と金子さんの独特のこだわり
で、既成概念の枠を越えた魅力的なカタチをしている。写
真は、リバーシブルの物入れ。

●プロフィール
　1970 年（昭和 45 年） 萩市生まれ。91 年陶芸
をはじめる。金子信彦に師事（城山窯） 。96 年
萩市美展大賞、山口県美術展覧会入選。97 年山
口県美術展佳作。00 年益子陶芸展入選、山口県
美術展優秀賞。04 年 朝日陶芸展入選など。
　05 年１月独立、萩市三見畦田に開窯。
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●
企
画
展

３
月
12
日
ま
で

　

中
国
山
東
省
の
春
秋
・
戦
国
時
代
か

ら
清
時
代
ま
で
の
出
土
品
を
中
心
に
銅

鏡
80
面
を
一
堂
に
集
め
、
銅
鏡
文
様
に

表
さ
れ
た
世
界
観
を
展
観
。

●
浮
世
絵
展
示　
「
葛
飾
北
斎　

富
嶽

三
十
六
景
」（
１
月
９
日
ま
で
）、「
江

●
萩
再
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
知
っ
て
る
？
萩
の
海
の
こ
と

２
０
０
５
」　　
　

２
月
２
日
ま
で

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

な
し

※
年
末
年
始
も
開
館
し
ま
す
。

入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円

萩
博
物
館
だ
よ
り

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

●
企
画
展

１
月
22
日
ま
で

　

萩
城
外
堀
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た

遺
物
が
語
り
か
け
る
萩
城
下
の
人
々
の

暮
ら
し
や
技
術
を
探
る
。

２
月
４
日
〜
４
月
９
日

　

幕
末
期
、
萩
の
郡
司
鋳
造
所
で
は
洋

式
大
砲
を
鋳
造
し
て
い
ま
し
た
。

　

萩
市
の
郡
司
鋳
造
所
跡
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
多
様
な
遺
物
や
、

郡
司
家
伝
来
の
文
献
資
料
等
を
通
し
て
、

長
州
藩
に
お
け
る
モ
ノ
づ
く
り
の
一
端

を
紹
介
し
ま
す
。

発
掘
さ
れ
た
城
下
町

出
土
品
が
語
る
江
戸
時
代
の
萩

鏡
の
中
の
宇
宙
展

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

（
☎
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

幕
末
長
州
藩
の
科
学
技
術

大
砲
づ
く
り
に
挑
ん
だ
男
た
ち

　

11
月
10
日
、
山
口
県
指
定
無
形
文
化

財
萩
焼
保
持
者
の
野
坂
康
起
さ
ん
（
萩

市
山
田
在
住
、
74
歳
）
が
、「
中
国
文

化
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
国
文
化
賞
」
は
、
中
国
地
方
の

学
術
・
文
化
の
分
野
で
優
れ
た
功
績
を

挙
げ
た
人
た
ち
を
た
た
え
る
賞
（
中
国

新
聞
社
主
催
）
で
、
萩
で
は
平
成
11
年

度
の
三
輪
休
雪
（
龍
作
）
さ
ん
以
来
の

受
賞
。
今
年
の
受
賞
は
野
坂
さ
ん
以
外

　

11
月
２
日
、
萩
市
の
写
真
家
、
下
瀬

信
雄
さ
ん
（
萩
市
瓦
町
在
住
、61
歳
）
が
、

「
伊
奈
信
男
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
伊
奈
信
男
賞
」
は
、
そ
の
年
に
行

わ
れ
た
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
写
真
展
の
な
か

か
ら
最
も
優
れ
た
も
の
に
贈
ら
れ
る
賞

で
、
プ
ロ
の
写
真
家
を
対
象
と
し
た
賞

と
し
て
は
土
門
拳
賞
、
木
村
伊
兵
衛
賞

と
並
ぶ
国
内
最
高
峰
の
も
の
の
一
つ
で

す
。

　

下
瀬
さ
ん
は
、
中
央
で
の
発
表
の
場

を
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
と
決
め
、
こ
れ
ま
で

に
10
回
の
個
展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
9
６
年
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
作

品
の
中
に
混
在
し
て
き
た
植
物
を
特
化

し
、「
結
界
」
と
命
名
し
て
シ
リ
ー
ズ
化
。

今
回
受
賞
し
た
「
結
界
Ⅴ
」
に
は
モ
ノ

ク
ロ
50
点
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
「
我
々
が
獲
得
し
た
現
在
の
文
明
の

質
を
問
お
う
と
す
る
行
為
︱
作
品
︱
に
、

深
い
思
想
性
と
鋭
い
批
評
性
が
感
じ
ら

れ
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
写
真
展
「
結
界
Ⅴ
」

は
、
12
月
の
東
京
に
続
き
、
１
月
12
日

か
ら
、
大
阪
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
で
展
示
さ

れ
ま
す
（
詳
し
く
は
、
14
ペ
ー
ジ
）。

で
は
、
広
島
県
の
４
人
、
島
根
県
の
１

団
体
で
し
た
。

　

野
坂
さ
ん
は
、
三
重
県
の
生
ま
れ
。

16
歳
で
陶
芸
と
出
合
い
、
27
歳
の
と
き

に
、
萩
の
窯
元
に
養
子
に
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
手
触
り
が
特
徴
の

伊い

羅ら

保ほ

釉ゆ
う

を
駆
使
し
、
萩
焼
の
伝
統
を

踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
釉
の
効
果
に
よ
っ

て
表
現
の
幅
を
押
し
上
げ
た
こ
と
が
評

写
真
家　

下
瀬
信
雄
さ
ん

伊
奈
信
男
賞　

受
賞

陶
芸
家　

野
坂
康
起
さ
ん

中
国
文
化
賞　

受
賞

萩　芸術・文芸の広場

戸
の
神
仏
と
信
仰
」（
１
月
11
日
〜
２

月
５
日
）、「
雪
月
花
︱
雪
︱
」（
２
月

７
日
〜
３
月
12
日
）

●
東
洋
陶
芸
展
示　
「
鎮
魂
の
造
形
︱

陶
俑
︱
」（
３
月
12
日
ま
で
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
・
休
日
の
場

合
は
翌
平
日
）

※
１
月
２
日
ま
で
は
年
末
年
始
の
た
め

休
館
。

入
館
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円

▶
受
賞
し
た
「
結
界
Ⅴ
」
よ
り

　

オ
オ
バ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
・
サ
ツ
マ
イ
ナ
モ
リ

価
さ
れ
ま
し
た
。。

　

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、「
怠
ら
ず
、

で
き
る
こ
と
を
や
り
続
け
る
。
美
し

い
も
の
を
美
し
い
と
感
じ
る
心
を
大
切

に
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
年
末
年
始
も
開
館
し
ま
す
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（
０
８
２
・
５
０
４
・
７
０
０
１
）

■
毛
利
博
物
館
の
企
画
展

◦
正
月
飾
り

　

初
代
萩
藩
主
毛
利
秀ひ
で

就な
り

の
太
刀
の

ほ
か
、
毛
利
元
就
の
甲
冑
な
ど
、
毛

利
家
の
祖
先
の
栄
光
を
称
え
る
品
々
や
、

家
の
永
続
と
子
孫
の
繁
栄
を
祈
る
吉
祥

の
品
々
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
29
日
（
日
）
ま
で

◦
お
雛
さ
ま

　

毛
利
家
の
女
性
に
ま
つ
わ
る
品
々
を

展
示
。

と　

き　

２
月
５
日
（
日
）
〜
４
月
９

日
（
日
）

と
こ
ろ　

防
府
市
多
々
良
１
︲
15
︲
１

　
（
０
８
３
５
・
２
２
・
０
０
０
１
）

■
萩
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

◦
Ｊ
Ｒ
萩
駅
前
「
萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス

タ
」

と　

き　

１
月
７
日
（
土
）
ま
で
午
後

６
時
〜
11
時

◦
萩
市
役
所
前
庭

と　

き　

１
月
４
日
（
水
）
ま
で
午
後

５
時
〜
11
時　

◦
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前

と　

き　

１
月
10
日
（
火
）
ま
で
午
後

５
時
〜
10
時
30
分

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
コ
ン
サ
ー
ト

◦
鈴
木
良
雄
（
ベ
ー
ス
）
ト
リ
オ

と　

き　

３
月
12
日
（
日
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　

萩
市
土
原　

喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
俥
宿
天
十
平
の
企
画
展

◦
印
伝
展

　

鹿
革
に
漆
で
柄
付
け
し
た
伝
統
工
芸

品
の
財
布
、
バ
ッ
グ
展
で
す
。

と　

き　

１
月
７
日（
土
）〜
15
日（
日
）

◦
小
黒
三
郎　

組
み
木
展

　

組
み
木
の
第
一
人
者
小
黒
三
郎
の
お

ひ
な
様
や
端
午
の
節
句
も
の
の
作
品
展
。

と　

き　

２
月
24
日
（
金
）
〜
３
月
５

日
（
日
）　

問
い
合
わ
せ　

萩
市
南
古
萩
町
33
︲
５

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　

高
島
屋
日

本
橋
店

　
　
（
０
３
・
３
２
１
１
・
４
１
１
１
）

■
伝
統
的
工
芸
品
展　

Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ

２
０
０
６

　

萩
陶
芸
家
協
会
の
陶
芸
家
約
15
人
の

作
品
が
展
示
、
販
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

２
月
16
日（
木
）〜
21
日（
火
）

と
こ
ろ　

東
京
都
豊
島
区　

東
武
百
貨

店
池
袋
店　

　
　
（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
第
30
回
伊
奈
信
男
賞
受
賞
作
品
展
下

瀬
信
雄
展
「
結
界
Ⅴ
」

　

13
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
萩
市
の
写
真

家　

下
瀬
信
雄
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

と　

き　

１
月
12
日（
木
）〜
24
日（
火
）

と
こ
ろ　

大
阪
市
北
区
梅
田
２
︱
５
︱

２
新
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
１
階
ニ
コ
ン
プ
ラ

ザ
大
阪
内　

ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
大
阪　

（
０
６
・
６
３
４
８
・
９
７
２
２
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
（
広
島
）
の
新

春
イ
ベ
ン
ト

　

フ
グ
、
ウ
ニ
な
ど
を
詰
め
込
ん
だ
福

袋
を
販
売
（
数
量
限
定
）
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
５
日（
木
）〜
10
日（
火
）

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

広
島
市
中
区
紙
屋
町
２
︲
２

︲
２
紙
屋
町
ビ
ル
１
階

　

陶
芸
家　

兼
田
昌
尚
、
三
輪
壽
雪
、

十
二
代
三
輪
休
雪
、
三
輪
和
彦
、
岡
田

裕
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

１
月
21
日
（
土
）
〜
３
月
21

日
（
火
）

と
こ
ろ　

茨
城
県
笠
間
市
笠
間
23

４
５　

茨
城
県
陶
芸
美
術
館

　
　
（
０
２
９
６
・
７
０
・
０
０
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
展

　

萩
市
の
切
り
絵
作
家　

上
田
豊
治
さ

ん
の
作
品
や
、
陶
芸
家　

松
尾
優
子
さ

ん
の
萩
焼
、
萩
市
の
特
産
品
等
が
展
示
、

販
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

１
月
31
日
（
火
）
〜
２
月
５

日
（
日
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋　

日

本
橋
三
越
本
店

　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
八
代
天
寵
山
窯
就
任
記
念　

陶
'06
兼

田
昌
尚
展

と　

き　

２
月
７
日（
火
）〜
13
日（
月
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋　

日

本
橋
三
越
本
店

　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
岡
田
裕
還
暦
記
念
作
陶
展

と　

き　

３
月
22
日（
水
）〜
27
日（
月
）

と
こ
ろ　

東
京
都
豊
島
区　

池
袋
西
武

　
（
０
３
・
３
９
８
１
・
０
１
１
１
）

■
三
輪
和
彦　

花
冠
展
ー
地
、
天
を
指

す
ー

と　

き　

３
月
22
日（
水
）〜
28
日（
火
）

■
柳
井
嗣
雄
展
「
絵
に
よ
る
彫
刻
と
未

発
表
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
」

　

萩
市
出
身
、
国
立
市
在
住
の
現
代
美

術
家　

柳
井
嗣
雄
さ
ん
（
昭
和
47
年
萩

高
卒
）
の
作
品
展
。

と　

き　

１
月
16
日（
月
）〜
28
日（
土
）

と
こ
ろ　

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
１
︲

７
︲
７　

マ
キ
イ
マ
サ
ル
フ
ァ
イ
ン

ア
ー
ツ

　
　
（
０
３
・
３
８
６
５
・
２
２
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

◦
冬
の
あ
っ
た
か
鍋
物
フ
ェ
ア

　

萩
の
ふ
ぐ
製
品
、
ポ
ン
酢
な
ど
が
販

売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

１
月
16
日（
木
）〜
21
日（
土
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲

３
︲
４　

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ
山
口
館

　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

◆
１
月
下
旬
、
２
月
に
は
、「
山
口
ふ

く
ふ
く
ま
つ
り
」、「
山
口
海
物
語
フ
ェ

ア
」
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
東

京
駅
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ「
お

い
で
ま
せ
山
口
館
」
へ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
開
館
５
周
年
記

念
「
日
本
陶
芸
１
０
０
年
の
精
華
」

関
東
地
区

山
口
県
関
係

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

高
松
展　

１
月
６
日（
金
）〜
22
日（
日
）

　
　
　
　

   

香
川
県
文
化
会
館
広
島

展　

１
月
25
日（
水
）〜
２
月
５
日（
日
）

天
満
屋
広
島
八
丁
堀
店

福
岡
展　

２
月
８
日（
水
）〜
13
日（
月
）

　
　

 　
　

  

福
岡
天
神
岩
田
屋

仙
台
展　

２
月
21
日（
火
）〜
26
日（
日
）

　
　

 　
　
　
　

  

三
越
仙
台
店

大
阪
展　

３
月
１
日（
水
）〜
６
日（
月
）

　
　

 　
　

  

そ
ご
う
心
斎
橋
店

第
52
回　

　
　

日
本
伝
統
工
芸
展

萩
市
関
係

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
波
多
野
善
蔵
、

波
多
野
英
生
、
止
原
伸
郎
、
野
坂
和
左
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

中
国
地
区
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■
２
０
０
６
年
カ
レ
ン
ダ
ー　

◦
㈲
マ
シ
ヤ
マ
印
刷

「
高
杉
晋
作
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　

晋
作
ゆ
か
り
の
地
や
、
彼
の
残
し
た

詩
文
と
そ
の
解
説
。

　

Ａ
４
判　

13
枚

◦
萩
信
用
金
庫

密
航
留
学
生
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

　

Ｂ
２
判　

１
枚

★
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
０
０
６
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
各
２
名

様
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ご
希
望
の

方
は
、
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
近
況
な
ど
明
記
の
上
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

あ
て
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
切　

１
月
15
日
（
消
印
有
効
）

■
柳
井
三さ
ん

甫ぽ

さ
ん
句
集
「
郷
巡
り
」

　

阿
武
町
出
身
で
、
萩
市
で
俳
人
同

人
「
砂
丘
柳
山
会
」
を
主
宰
し
て
い
る

柳
井
三
甫
さ
ん
（
62
歳
）
の
初
俳
句
集
。

３
２
０
句
を
紹
介
。

　

Ｂ
６
判
／
１
８
５
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ　

柳
井
さ
ん

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
８
０
５
）

■
中
国
新
聞
連
載
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
」
史
都
の
息
吹

　

05
年
11
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
掲
載
。

　
「
吉
田
松
陰
」、「
久
坂
玄
瑞
」、「
高

杉
晋
作
」
な
ど
、
萩
ゆ
か
り
の
人
物
、

も
の
が
大
判
の
写
真
数
枚
と
と
も
に
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
楽が
っ
さ
い歳
」（
仮
）

　

団
塊
の
世
代
を
対
象
に
し
た
、
関
西

発
の
旅
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
。

女
優
の
左
時
枝
さ
ん
が
10
年
前
に
ロ
ケ

で
訪
れ
た
と
い
う
田
中
別
邸
や
、
萩
博

物
館
、
平
安
橋
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
月
下
旬
に
創
刊
号
が
発
行
。
年
４

回
の
発
行
予
定
。

　

Ａ
４
判
／
約
１
２
０
ペ
ー
ジ

価　

格　

８
８
０
円
（
予
定
）

発　

行　

山
と
渓
谷
社

　
　
（
０
６
・
６
３
７
４
・
２
４
６
３
）

■
萩
も
の
が
た
り
予
告
（
４
月
発
行
）

「
吉
田
松
陰
と
現
代
」「
萩
沖
の
魚
た
ち
」

　

俥
宿
天
十
平

　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
４
７
４
）

■
萩
人
形
展

　

萩
の
自
然
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
生
ま

れ
た
高
さ
10
㎝
の
人
形
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

と　

き　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　

萩
市
椎
原　

伊
藤
博
文
別
邸

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
２
７
）

■
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち（
２
ペ
ー
ジ
）

と　

き　

２
月
３
日
（
金
）
〜
４
月
３

日
（
月
）

と
こ
ろ　

萩
市
呉
服
町　

旧
久
保
田
家

住
宅
（
菊
屋
家
住
宅
む
か
い
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

出
版
情
報

大
田
忠
幸
さ
ん   　
　
　
　
（
萩
市
）

和
田
真
教
さ
ん 　
　
　
　

  

（
萩
市
）

山
根
弥
一
さ
ん   　
　
　
　
（
萩
市
）

小
野
昭
治
さ
ん  　

 　
　
　
（
萩
市
）

尾
木
満
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

小
田
純
弘
さ
ん   

（
千
葉
県
市
原
市
）

阿
武
寛
さ
ん　

  　
　

 　
　
（
萩
市
）

山
本
司
郎
さ
ん   　
　
　
　
（
萩
市
）

福
島
正
雄
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

仁
保
光
昭
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

水
津
節
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

豊
田
實
さ
ん　
　
（
大
阪
府
箕
面
市
）

西
山
明
さ
ん　
　
（
愛
知
県
安
城
市
）

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

（
10
月
17
日
〜
12
月
20
日　

加
入
者
13
人
）

　

防
府
市
出
身
、
芥
川
賞
作
家
の
高
樹

の
ぶ
子
さ
ん
が
、
初
め
て
の
評
伝
と
な

る
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
を
書
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
日
本
画
家　

高

島
北
海
（
１
８
５
０
〜
１
９
３
１
）
の

生
涯
を
、
史
実
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
交

え
た
手
法
で
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

高
島
北
海
は
、
侍
医
の
次
男
と
し
て

萩
市
江
向
で
生
ま
れ
、
明
倫
館
に
学
び

ま
し
た
。
独
学
で
墨
絵
を
習
得
し
、
明

治
維
新
後
は
、 

農
商
務
省
に
入
り
、
渡

仏
。
そ
の
間
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
・

ナ
ン
シ
ー
派
の
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
ら
に

請
わ
れ
て
日
本
画
を
描
き
、
和
風
の
繊

細
な
美
術
様
式
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
長
門
峡
、
須
佐
湾
な
ど
名
勝
地
指

定
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

小
説
で
は
、
一
方
的
な
記
述
を
避

け
る
た
め
、「
私
」
と
い
う
女
流
作
家
、

沙
代
子
の
文
章
が
、
小
説
そ
の
も
の
と

な
る
構
成
を
と
っ
て
い
ま
す
。
北
海
の

ひ
孫
の
恋
人
の
直
二
郎
と
と
も
に
、
北

海
の
留
学
先
の
フ
ラ
ン
ス
な
ど
へ
旅
を

し
、
北
海
の
評
伝
を
書
き
進
め
て
い

る
、
と
い
う
設
定
で
す
。
そ
の
他
に
も
、

萩
の
明
倫
館
で
同
窓
だ
っ
た
乃
木
希
典
、

下
宿
先
の
娘
ミ
ミ
、北
海
本
人
の
「
私
」

が
次
々
に
登
場
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
語

り
の
う
ち
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
自
在
に

高
樹
の
ぶ
子

「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

操
り
、
日
本
画
法
で
ガ
レ
を
震
撼
さ
せ
、

有
能
な
農
商
務
省
の
官
僚
で
も
あ
っ
た

北
海
と
い
う
人
物
が
見
え
て
き
ま
す
。

◆
著
者　

高
樹
の
ぶ
子
さ
ん
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

（
毎
日
新
聞
11
月
18
日
夕
刊
よ
り
）

　
「
私
も
同
じ
山
口
県
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
北
海
の
人
生
に
心
ひ
か
れ

て
い
ま
し
た
。も
と
も
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ボ
ー
の
ガ
ラ
ス
器
が
好
き
で
し
た
か
ら
。

　
『
事
実
』
と
は
何
で
し
ょ
う
。
本
人

の
日
記
に
書
い
て
あ
っ
て
も
本
当
の
と

こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。
本
質
を
明
快
に

際
立
た
せ
る
た
め
想
像
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。
私
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
人
間
で

す
か
ら
ね
。

　

作
者
の
私
自
身
を
含
め
、
い
つ
も
揺

れ
動
く
『
私
』
を
書
き
た
か
っ
た
。
線

が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
崩
し
た
い
と
い

つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
四
六
判
変
形
／
３
２
０
ペ
ー
ジ

定　

価　

１
６
８
０
円

出　

版　

新
潮
社
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⑦背負子（しょいこ）
路地で挨拶を交すご婦人たち。島を歩いてい
ると背負子を背にした女性を頻繁に見かける。
民具として大事に保存されているのではなく、
写真のように現役で使われている。

島巡りの旅は、今回で最終回。
壇ノ浦の戦いに敗れた平家の落人７人がこの島
に流れ住みついたという「七

しちみょう

名」の伝承、厄払
い行事「星祭り」や「向こう干支」など、古く
から伝わる風習も多い。【写真・文　中澤さかな】その⑦　大島（そのⅢ）

①大島の鳥瞰
空から見た大島の全景。台地状の島の大部分が葉タバコ・ブロッコリーの畑
地。畑地内にも建物が見えるがこれは耕作小屋、住居は港のある南斜面に固
まっている。（写真は大島中学校のＨＰより）

②疫神社
疫病の流行から島を守る疫神社、島の集
落のほぼ中央にある。神社の近くには五
輪塔、宝篋印塔などが残されている場所
があり、１４４０年頃の寺と墓地の跡で
はないかとみられている。夜に鐘が鳴る
という言い伝えから、かつてはこの場所
を「チンチキ堂」と呼んだ。

③宝篋印塔（ほうきょういんとう）
大島には、平家の落武者によって開
発されたという「七名」の伝承があ
り、その子孫といわれるのが、長岡・
刀禰・池部・国光・吉光・豊田・貞
光の七旧家。なかでも長岡姓は全戸
数の５分の１を超える。疫神社のか
たわらに長岡氏の墓と伝えられる宝
筐印塔がある。

④葉タバコ畑
かつては島の農産物生産量の８割を占め
た葉タバコ。温暖で少雨、冬季に降雪・降
霜のない気候は葉タバコの露地栽培に最適。
写真は苗を移植して１ヶ月経過した頃のも
の。夏期には薄いピンク色の可憐な花が咲
くという。

⑤大島の新名物ブロッコリー
大島のブロッコリーは、昭和 63 年タバコ
栽培農家の経営安定策の一環として、タバ
コの後作に試作導入された。品質の良さで
消費市場の評価も高く、現在では大島の農
産物を代表する商業作物となった。

⑥タマネギの選果
葉タバコ・ブロッコリーに次ぐ農産品が、
大島のタマネギ。写真は農家納屋での選果
風景。その他、米・さつまいも・ソバ・麦・
大豆・橙なども栽培されている。

⑦背負子（しょいこ）
路地で挨拶を交すご婦人たち。島を歩いてい
ると背負子を背にした女性を頻繁に見かける。
民具として大事に保存されているのではなく、
写真のように現役で使われている。

⑧向こう干支
島内には、門の上に動物の干支をかたどっ
た彫り物を掲げている家がある。これは、
その家の主人の「向こう干支」（６年違い
の干支）を表し、災いからその家を守って
くれるという。また、満 31 歳に達する男・
女の厄払いを目的とした「星祭り」（歳

と し

祝
いとも呼ぶ）が現在も行なわれている。

⑨大島八幡宮 
建立は文正元年（1446 年）といわれ、安永 9 年（1780
年）の大火により一度焼失したものを再建し、現在に
至っている。御神体は、元永27年（1420年）の銘が入っ
た木彫りの八幡尊像。境内あちこちに寄進札が大量に
見られ、島の人たちに大切にされていることがわかる。
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